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本
町
の
介
護
倒
産
・
介
護
事

業
所
の
件
数
・
介
護
施
設
の
利
用

者
数
を
問
う
。

10
月
ま
で
の
間
、
本
町

で
の
倒
産
は
な
い
。
訪
問
系
事
業

所
35
、
通
所
系
事
業
所
24
、
入
所

系
介
護
事
業
所
６
、
合
計
65
事
業

所
、
訪
問
系
事
業
所
５
５
９
人
、

通
所
系
事
業
所
６
０
９
人
、
入
所

系
介
護
事
業
所
３
１
５
人
の
計
１

４
８
３
人
で
あ
る
。

介
護
倒
産
全
国
で
１
４
５

件
、
全
国
に
共
通
す
る
要
因
は
何

か
を
問
う
。

倒
産
の
理
由
は

個
々
の
問
題
が
あ
る
が
、
介
護
事

業
所
の
倒
産
は
介
護
制
度
等
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
い

る
。

来
年
は
団
塊
世
代
が
75
歳
を

迎
え
る
年
に
な
り
介
護
の
ニ
ー
ズ

が
ま
す
ま
す
増
え
る
。
南
風
原
町

に
お
い
て
介
護
事
業
所
へ
の
支
援

と
し
て
、
以
下
２
点
に
つ
い
て
提

案
す
る
。
１
点
目
、
介
護
事
業
所

が
交
流
で
き
る
よ
う
な
場
を
設
け

る
こ
と
。
２
点
目
、
事
業
所
が
な

く
な
る
事
態
を
食
い
止
め
る
た
め

に
、
南
風
原
町
と
し
て
公
費
を
投

入
し
て
介
護
職
員
の
賃
金
や
待
遇

を
保
障
す
る
。
運
営
で
き
な
い
と

い
う
事
業
所
が
出
て
き
た
場
合
に

公
営
化
す
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

１
点
目
は
実
施
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。
２
点
目
は
南
風

原
町
だ
け
で
は
な
か
な
か
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。

国
場
川
の
河
川
と

管
理
道
路
を
整
備
せ
よ

当
間
橋
か
ら
か
ん
だ
ら
橋
に

向
け
て
の
川
路
（
住
宅
側
）、
そ
の

中
間
地
点
に
約
12
メ
ー
ト
ル
、
幅

問

問問

問

副
町
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

介
護
倒
産
全
国
で
１
４
５
件

要
因
は

答
　
倒
産
の
理
由
は

　
　各
事
業
所
に
よ
り
様
々
あ
る

當眞 嗣春  議員

４
セ
ン
チ
、
深
さ
約
40
セ
ン
チ
ぐ

ら
い
の
亀
裂
と
、
同
時
に
テ
ン
バ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
間
に
隙
間
が
あ
る
。
当
間
橋
か

ら
太
子
橋
に
か
け
て
の
浚
渫
工
事

が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

重
要
な
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
早
期
浚
渫
が
で

き
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
県
に
働

き
か
け
た
い
。

学
校
給
食
無
償
化
を
問
う

去
る
11
月
25
日
、
県
に
要
請

し
た
町
村
会
の
申
入
れ
の
内
容
に

つ
い
て
問
う
。

小
中
学
生
の
完
全
無
償

化
を
一
刻
も
早
く
実
現
す
る
よ
う

求
め
た
内
容
で
あ
る
。

学
校
給
食
の
無
償
化
に
向
け

た
町
独
自
の
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

町
独
自
の
学
校
給
食
費

無
償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

問 問教
育
長

教
育
長

石垣 大志  議員

宮平川氾濫対策を
答　引き続き浚渫工事を行なっていく

宮
平
川
氾
濫
対
策
を
。
緊
急

浚
渫
推
進
事
業
が
令
和
７
年
度
も

引
き
続
き
活
用
可
能
な
場
合
、
活

用
し
て
い
く
認
識
で
良
い
か
。

令
和
７
年
度
以
降

も
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
を
活
用

し
、
引
き
続
き
浚
渫
工
事
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

宮
平
川
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
度
に
堆
積
土
砂
を
除
去
で
き

た
が
、
本
年
６
月
豪
雨
の
際
に
も

内
水
氾
濫
は
発
生
を
し
て
い
る
。

抜
本
的
な
対
策
の
状
況
に
つ
い
て

問
う
。

令
和
４
年
度
に

実
施
し
た
国
場
川
水
系
解
析
業
務

に
お
い
て
の
結
果
を
踏
ま
え
、
現

場
の
踏
査
を
行
い
、
地
下
埋
設
物

や
家
屋
、
土
地
の
利
用
状
況
な
ど

を
調
査
し
、
浸
水
対
策
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

過
去
の
答
弁
で
、
宮
平
川
の

内
水
氾
濫
に
つ
い
て
は
５
０
０
０

立
米
の
雨
水
を
、
貯
め
る
か
、
逃

が
す
か
の
対
策
が
必
要
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。現
在
の
検
討
状
況
は
。

現
在
、
委
託
中

で
あ
る
が
、
貯
留
管
等
の
検
討
に

つ
い
て
は
当
該
地
区
は
市
街
地
に

な
っ
て
お
り
、
家
屋
等
が
密
接
し

た
状
況
で
、
道
路
が
４
ｍ
程
度
し

か
な
く
、
な
か
な
か
現
実
的
に
は

厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
。
新
た
に

貯
留
池
や
ポ
ン
プ
施
設
な
ど
の
検

討
も
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
で
方

針
を
決
め
て
い
き
た
い
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
令

和
７
年
度
に
雨
水
管
理
総
合
計
画

策
定
、
８
年
度
に
認
可
に
関
わ
る

設
計
、
９
年
度
に
事
業
認
可
、
10

年
度
に
詳
細
設
計
、
11
年
度
に
対

策
工
事
の
着
手
と
考
え
る
が
、
長

期
間
の
取
り
組
み
と
な
る
。

　
４
年
度
で
宮
平
川
に
堆
積
し
た

土
砂
を
全
て
除
去
は
し
た
が
、
６

年
６
月
豪
雨
に
よ
っ
て
内
水
氾
濫

は
発
生
し
て
い
る
。
今
後
も
浚
渫

は
確
実
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
浚
渫
工
事
と
同
時
並
行
で
内
水

氾
濫
対
策
も
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
11
年
度
工
事
ス
タ

ー
ト
と
い
う
こ
と
で
今
動
い
て
い

る
の
か
。
現
在
の
見
通
し
は
。

議
員
説
明
の
通

り
、
令
和
11
年
頃
の
工
事
着
手
の

予
定
と
し
て
い
る
。

問

問

問 問 都
市
整
備
課
長

区
画
下
水
道
課
長

区
画
下
水
道
課
長

区
画
下
水
道
課
長

浚渫工事中の宮平川

介護する人・受ける人がともに
大切にされる介護保険制度へ

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長


